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調

関
税
特
別
曾
議
に
就
て
・
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E
-
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虫
干
博
士

枇
労
働
組
合
主
義
ミ
集
合
契
約
-
-
-
-
-
松
山
唯
一
間
士

抱

眠

常

犯

金
利
ご
物
債
ご
の
相
闘
聞
係
に
就
て
経
済
学
工

欧
洲
以
家
産
運
動
及
び
山
水
産
制
度
・
・
経
済
事
士

ス
i
ス
の
植
民
地
論
紅
一
ぷ
凶
同
地
・
;
・
経
済
学
士

雄

棺

錦

略

生
計
調
査
よ
り
叫
た
る
租
税
責
措
・
・
法
皐
士

法
ぬ

A
9・

前
川
宮
脇
州
品
工
業
組
合
施
行
組
則
・
怖
間
組
合
出
雌
行
組
削

叫

剛

掴

琢

本
誌
第
十
一
巻
乃
至
第
二
十
巻
論
題
索
引

聾

教

E
-

・
・
法
皐
博
士

-
文
曲
学
博
士

禁

輔

載

川
村
多
寅
二

紳

戸

正
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米
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太

郎

授
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吉

彦

八
木
芳
之
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長

田

三

郎

沙

見

二
郎



米

田

庄

太

耳目

現

象

串
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考
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(
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ツ
サ

l
w
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現
象
皐
五
)

大

現
象
曲
学
的
基
本
考
察

A
、
自
然
的
立
場

B
、
現
象
事
的
判
断
抑
制

c、
現
象
回
申
的
判
断
抑
制
に
よ
り
て
現
説
準
的
立
場
の
確
立
さ
れ
る
一
般
的
方
針

D
、
純
梓
意
識
白
領
域

E
、
現
象
串
的
還
元

フ
ッ
サ

1
P
氏
は
「
純
正
現
象
事
及
び
現
象
率
的
哲
事
考
」
に
於
て
、
先
づ
前
節
仁
於
て
遮
ぺ
[
如
〈
、
事
賞
及

ぴ
事
実
血
中
じ
調
主
主
せ

τ本
質
及
び
本
質
事
を
概
論
し
、
以

τ純
正
現
象
皐
の
観
念
の
建
設
の
勉
め
、
叉
一
切
の

経
駿
凪
干
仁
謝
す
る
其
の
地
位

ω理
解
の
第
め
に
必
要
な
る
本
質
的
基
礎
を
究
明
し
た
る
後
、
先
づ
「
現
象
事
的
基

本
考
察
」
さ
題
し

τ現
象
事
の
基
本
的
議
問
題
を
論
究
し
、
次
仁
「
現
象
事
の
方
法
論
及
び
問
題
論
仁
就
T
」
ビ
題

論

議

現
象
事
的
基
本
幸
審

第
二
十
一
巻

(
第
五
郷

三
五
}

プミ
4二



'.， 

論

強

現
象
晶
両
基
本
考
察

第
二
十
一
巻

(
第
五
誠

ハ
七
回

プミ

し
て
、
現
象
事
の
方
法
及
び
問
題
の
一
般
を
論
鴻
し
、
修
h
に
「
理
性
芭
現
賞
」
芭
題
し

τ、
「
ノ
且
マ
チ
ツ
V

L

意
義
及
び
其
の
謝
象
ご
の
閲
係
」
・
「
理
性
の
現
象
準
」
及
び
「
理
性
理
論
的
問
題
論
の
普
遍
性
階
段
」
を
論
究
し

τ

居
品
。
然
る
に
本
論
文
に
於

τ余
の
特
に
考
察
し
た
い
ご
思
ふ
の
は
、
現
象
撃
の
方
法
論
で
ゐ
る
か
ら
、
随
ム

τ

之
を
比
較
的
に
稿
-M
詳
し

f
論
遁
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
併
し
之
を
よ
〈
理
解
す
る
震
め
に
は
、
他
の
諸
問
題
「
い

闘
す
る
ア
ヅ
ナ

l
w
氏
の
思
想
の
一
般
を
理
解
し
て
置
が
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
是
れ
よ
h
先
ヴ

「
現
象
率
的
基
本

考
察
」
の
大
要
を
逃
ぺ
る
こ
正
、
す
る
。

A
1
7

ツ
サ

1
Y氏
の
現
象
事
は
、
同
氏
が
自
然
的
立
場
(
門
町
内

E
B己
目
。
百
田
口
ωE-Em)
正
稀
す
る
も
の
、
根

本
的
改
獲
を
必
要
保
件
己
し
て
立

τら
れ

τ居
る
。
然
ら
ば
其
の
自
然
的
立
場
ご
得
す
る
は
如
何
な
る
も
の
で
め

る
か
、
叉
夫
れ
は
加
何
に

Lτ
根
本
的
に
改
拍
挺
さ
れ
る
か
。

自
然
的
立
場
の
一
般
的
民
設
は
主
張
は
、
左
の
如
〈
一
お
ひ
表
は
さ
れ
る
。
即
も
我
は
我

ι

A
、
白
然
的
立
場

岨
自
立
す
る
も
の
ど
し
て
、

一
の
空
間
的
時
間
的
現
賞
態
が
常
ド
現
存
す
る
を
見
出
L
、
そ
う
し
て
我
自
身
も
亦
、

其
の
現
質
態
の
中
に
現
存
し
、
我
吉
岡
じ
仕
方
で
夫
れ
に
結
び
附
り
ら
れ
る
他
の
人
々
も
、
共
に
英
現
賞
態
に
風

す
る
o

我
は
「
現
由
民
態
」
を
存
在
す
る
正
し
て
見
出

L
、
叉
我
に
奥
へ
ら
れ
る
が
ま
、
に
存
在
す
る

Z
L
τ
夫
れ
を

受
け
取
る
o

世
界
は
現
質
銀
正
し

τ常
に
眼
前
に
在
品
。
そ
う
し
て
之
を
素
朴
的
経
験
知
識
の
成
就
L
得
ゐ
よ
り

IJ. 

一
屠
包
括
的
に
、

一
一
屠
確
質
に
、
叉
総
て
の
閥
係
に
於
て
一
一
暦
完
全
に
認
識
し
、
其
の
地
盤
に
於
て
現
は
れ

ヨL
的別



然

ιば
右
の
如
き
自
然
的
立
場
は
、
如
何
に
し
て
根
本
的
に
段
夏
苫
れ
得
る
か
。
ぞ
れ
は
現
象
副
学
的
判
断
抑
制

る
串
間
的
認
識

ω
一
切
の
問
題
を
解
決
す
る
の
が
、
郎
も
自
然
的
立
場
の
諸
事
問
の
目
様
で
あ
る
。

に
よ
h
てい
V

ゐ
る
。

B
、
現
象
事
的
判
断
抑
制

宮
内
耳
仙
ロ
O
E
B。-o問
問

R
F
O
H
U
-
E
n
E
m
)
デ
カ

l
ト
は
綿
て

ee疑
ふ
て
見
る
こ
ご
か
ら
山

ρ 

援
し
て
居
る
が
、
吾
人
は
同
様
小
見
方
で
自
然
的
立
場
の
根
本
的
援
更
を
企
V
H
τ

得
る
。
併
し
余
輩
の
現
象
皐
的

判
断
抑
制

t
云
ふ
は
、
其
の
目
的
及
び
怠
味
に
於
て
、

デ
カ

1
ト
の
疑
ふ
て
見
る
ど
一
疋
ふ
ζ

正
、
は
、
異
な
れ
る

馳
を
有
す
る
o

要
す
る
仁
余
輩
は
疑
ふ
ニ
子
宮
、
吾
人
が
会
〈
自
由
に
な

L
得
る
補
助
的
一
手
段
吉
見
倣
し
、
叉

之
を
正
定
を
反
定
に
、
肯
定
を
否
定
に
縛
化
す
る
こ
古
、
解
せ
争
、
戒
は

E
定
、
肯
定
を
臆
測
、
好
感
、
不
確
質

陣均一、府叫日

等
に
糖
化
す
る
こ
吉
、
も
解
せ
守
、
正
定
肯
定
を
あ
る
が
ま
、
に
存
績
き
せ
て
置
い

τ、
し
か
も
之
を
云
は
、普

h …''-''州妙^'町三号

「
作
用
或
は
働
き
の
外
に
置
(
手
古
、
働
か
性
な
い
こ
正
、
蓮
用

L
な
レ
こ
正
」

(
E目
白
〉
E
S
諸問

Ng)、
ーー可

能

縁
す
る
こ
Z
或
は
連
結
を
断
?
』
乙
」

(
ω
E
R
E
q
g
)
「
括
弧
に
入
れ
る
こ

t
t」
(
丘
ロ
巴
ω自
目
再
三
吉
解
す
る
の

で
あ
る
O

(

但
し
此
の
場
合
に
正
定
は
術
ほ
存
続
す
る
の
で
、
恰
も
括
弧
に
入
れ
ら
れ
た
る
も
の
が
括
弧
の
中
に
存

縦
L
・
絶
縁
包
れ
た
る
も
の
戒
は
接
結
を
断
た
れ
た
る
も

ω
が
、
漣
結
の
外
に
存
続
す
る
が
如

f
で
あ
る
O
)
換
言

す
れ
ば
夫
れ
は
正
定
は
館
験
で
ゐ
る
が
、
併
し
寄
人
は
之
れ
に
付
て
会
f
何
等
の
使
用
を
も
な
苫
な
い
こ
ピ
を
意

一ア
E
沙
ス

味
す
る
の
で
あ
る
o

そ
う
し
て
吾
人
は
各
E
定
口
調
し

t
、
完
全
な
る
自
由
に
於
て
、

右
の
特
異
な
る

E
E
5

輸

鰻

現
農
民
平
的
基
本
考
察

第
二
十
一
巻

(
第
王
鶴

三
士
)

大
七
五
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A 、-

帥
も
具
現
に
就
て
の
動
揺
苫
れ
な
い
、
つ
ま
b
明
詮
的
な
る
が
放
に
動
揺
さ
れ
難
き
般
信
正
、
相
和
合
し
て
行
(

蕗
の
一
定
の
判
断
抑
制
を
、
行
な
い
得
る
の
で
あ
る
o

併
し
吾
々
は
右
の
判
断
抑
制
の
普
遍
性
に
或
制
限
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
れ
若
L
何
れ
の
正
定
或
は
判
断

も
、
金
〈
自
由
に
改
組
理
吉
れ
る
正
す
れ
ば
、
何
等
の
範
域
も
最
早
改
接
寄
れ
な
い

V

判
断
の
錦
め
仁
、
随
ふ

τ串
間

の
銭
的
仁
残
存
し
な
い
二
ご
に
な
る
が
、
然
る
に
吾
々
の
狙
ふ
虞
は
ち
ま
さ

L
〈
括
孤
に
入
れ
る
方
法
に
よ
り
て

で
あ
る
が
、
し
か
も
一
定
の
制
限
苫
れ
た
る
其
の
方
法
に
よ
b
て
獲
得
さ
る
可
器
、

一
の
新

L
き
曲
学
問
的
領
域
を

畿
見
す
る
:
こ
さ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
蕗
に
吾
々
は
布
の
見
地
か
ら

Lτ
、
先
づ
現
象
率
的
判
断
抑
制
に
就

て、

〕
般
的
に
左
の
如
〈
述
べ
て
置
〈

O

卸
も
吾
々
は
自
然
的
立
場
の
本
質
に
属
す
る
一
般
的
正
定
戒
は
主
張

を
、
作
用
或
は
働
き
の
外
に
置
き
、
或
は
蓮
用
せ
す
、
本
健
的
関
係
に
於
て
夫
れ
を
包
む
綿
て
の
も
の
を
括
弧
に

入
れ
る
、
か
〈

τ常
仁
吾
人
仁
劃
し
て
現
存
L
、
ヌ
吾
人
が
鍛
A
T
括
弧
に
入
れ
で
も
術
は
常
仁
存
嗣
制
す
る
で
ゐ
ら

う
蕗
の
、
其
の
全
自
然
的
世
界
々
括
弧
に
入
れ
る
。
吾
人
は
吾
人
の
完
全
な
る
自
由
に
於

τ之
を
な
す
。
さ
れ
ば

吾
々
は
説
僻
論
者
の
如
〈
此
の
「
世
界
」
を
否
定
す
る
の
で
も
、
亦
懐
疑
論
者
の
如
〈
此
の
「
世
界
」
の
存
在
を
疑
ふ

の
で
も
な
い
。
併
し
苦
々
は
-
昼
間
的
時
間
的
存
在
に
闘
す
る
纏

τの
判
断
を
吾
々
に
開
封
す
る
蕗
の
、
現
象
撃
的

判
断
抑
制
を
行
な
ふ
の
で
あ
る
。
か
〈
て
吾
々
は
此
の
自
然
的
世
界
に
闘
す
る
一
切
の
事
聞
を
如
何
に
雄
官
寅
な
る

も
の
ご
認
め
る
正
も
、
共
等
の
事
問
の
安
賞
に
就
て
は
、
絶
叫
剖
的
に
何
等
の
使
用
を
も
な
き
な
レ
の
で
あ
る
。



論

議

現
象
事
的
基
示
品
F
J
察

第
二
十
一
巻

(
第
宜
焼

一
ユ
九
)

六
七
ヒ

Y

却
す

1
w
氏
の
一
五
ふ
現
象
事
的
判
断
抑
制
正
は
何
を
意
味
す
る
か
は
・
右
に
越
〈
し
慮
に
よ
b
て
大
値
上
詑

朋
古
れ

τ居
る
ピ
思
ふ
が
、
然
ら
ば
同
氏
は
此
の
現
象
事
的
判
断
抑
制
な
る
も
の
に
よ
り
て
、
如
何
に
自
然
的
立

場
を
根
本
的
に
援
夏
し
、
そ
う
し
て
新
し
き
立
場
帥
も
現
象
率
的
立
場
を
確
立
せ
ん
正
す
る
か
。
同
氏
は
先
づ
某

の
一
般
的
方
針
金
簡
翠
に
約
越
し
、
そ
れ
よ
h
詳
細
に
論
述
し

τ居
る
の
で
あ
る
が
・
此
蕗
仁
は
其
の
詳
細
な
る

論
過
に
就
て
一
々
週
了
。
こ
正
は
出
来
な
い
か
ら
、
先
づ
其
の
一
般
的
方
針
を
越
ぺ
、
次
に
其
の
詳
細
な
る
論
述

中
の
或
物
を
漣
ぺ

τ、
以
て
同
氏
の
思
想
の
一
般
を
一
市
す
こ
正
、
し
た
い
ど
思
ふ
。

c、
現
象
愚
前
判
断
抑
制
に
よ
り
て
、
現
象
場
的
立
掲
の
櫨
立
さ
れ
る
-
一
般
的
方
針
、
今
現
象
皐
的
判
断
抑
制
に

よ
h
，

t
、
全
世
界
が
絶
縁
百
れ
或
は
括
郎
き
れ
る
Z
す
れ
ば
、
共
の
後
に
何
物
が
残
る
か
。
若
し
何
物
色
残
ら
な

い
正
す
れ
ば
、
新
し
缶
立
場
、
現
象
率
的
立
場
の
成
立
す
る
像
地
が
会
〈
な
い
-
』
正
、
な
る
。
併
し
余
躍
が
現
象

事
的
判
断
抑
制
を
行
な
ふ
の
は
、

つ
ま
h
自
然
的
世
界
の
絶
縁
に
よ

bτ
、
新
し
き
質
在
領
域
を
見
出
す
が
縛
め

で
ゐ
る
の
で
、
か
{
て
余
輩
は
共
の
絶
叫
輔
の
後
に
或
物
の
残
る
こ
ご
を
始
め
か
ら
前
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
是

れ
苫
き
に
漣
プ
L

如
〈
、
現
象
皐
的
判
断
抑
制
の
普
遍
性
仁
、

一
定
の
制
限
を
加
へ
ね
ば
な
ら
泊

t
考
へ
る
所
以

で
ゐ
る
o
'
f
う
し
て
此
曲
聞
に
其
の
建
存
す
る
色
の
は
何
で
あ
る
か
を
究
明
し
て
、
現
象
皐
の
品
河
野
を
決
定
す
る
錯

め
に
、
自
然
的
立
場
に
於
り
る
意
識
の
考
察
か
ら
出
品
開
し
、
現
象
事
的
判
断
抑
制
に
よ
h
τ
段
々
に
進
み
行
〈
こ

古
、
す
る
。
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現
鼠
血
中
的
基
本
考
察

夫
れ
自
然
的
立
場
か
ら
考
察
す
れ
ば
自
我
、
現
質
人
は
自
然
的
世
界
に
於
げ
る
仙
の
も
の
吉
岡
じ
〈
、

の
現

貨
物
で
あ
る
。
自
我
は
庚
い
及
び
狭
い
意
味
に
於
け
る
「
意
識
作
用
」
を
行
な
い
、
そ
う
し
て
其
等
の
作
用
以
其
の

人
間
的
主
憶
に
属
す
る
ピ

L
て
、
自
然
的
現
実
態
の
出
来
事
で
あ
る
。
自
我
の
徐
他
の
腫
験
も
ま
き
し
く
同
様
で

ゐ
る
。
ぞ
う
し
て
意
識
吉
一
式
ふ
語
は
、
其
の
最
康
畿
に
於

τは
一
切
の
鱒
験
を
包
括
す
る
。
吾
人
は
確
定
せ
る
習

慣
に
従
ふ
て
、
事
問
的
思
惟
に
於

τも
亦
矢
張
b
自
然
的
立
場
に
置
か
れ
て
居
る
か
ら
、
吾
人
は
英
等
の
心
理
事

的
反
省
の
後
見
物
纏
健
を
、
現
質
的
な
る
世
界
的
出
来
事
正
し
て
、
ま
き
じ

f
動
物
的
存
在
物
の
館
験
正
し

τ承

認
す
る
o

そ
う
し
て
其
等
の
後
見
物
を
右
の
如
、
き
も
の
正
し
て
見
る
二
ピ
は
、
吾
人
に
正

b
て
甚

r自
然
的
で
あ

る
の
で
、
今
や
五
回
人
は
麗
夏
苫
れ
た
る
立
場
の
可
能
を
既
に
熟
知
し
、
新
し
き
封
象
範
域
を
探
求
し
て
居
て
も
、

術
は
ま
さ
し
〈
其
等
の
櫨
験
範
域
か
ら
し
て
、
新
し
き
主
場
仁
よ
h
，

t
新
し
き
範
域
が
生
れ
出
づ
る
の
で
あ
る
こ

正
を
、
金
〈
泣
意
L
な
レ
は
Y
』
で
あ
る
o

嘗

τ我
々
が
其
等
の
髄
験
範
囲
に
我
々
の
注
目
を
向
付
て
置
か
宇
、
糟

じ
て
算
術
、
幾
何
事
等

ω本
髄
準
的
諸
世
界
に
於
て
新
し
き
謝
象
を
求
め
た
の
は
、
(
夫
れ
に
よ
h
て
磁
か
に
、
巌

密
仁
一
疋
ム
新
し
き
何
物
も
、
得
ら
れ
る
可
き
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
)
右

ω事
賞
ご
親
密
に
関
係
し
て
居

る。
そ
れ
で
我
々
は
我
々

ω詮
目
を
意
識
範
囲
に
向
け
て
貫
主
、
そ
う
し
て
其
の
中
に
我
々
が
内
在
的
に
見
出
寸
蕗

の
も
の
を
研
究
す
る
o

先
づ
我
々
は
術
は
現
象
率
的
制
断
抑
制
を
釘
は
守
し
て
、
意
識
範
園
を
一
の
組
織
的
本
質



ム
蕗
の
某
の
洞
見
、
卸
ち
意
識
は
夫
れ
自
身
に
於
て
、

一
の
特
有
賀
在
を
布
L
、
そ
う
し
て
其
の
特
有
賀
在
は
其

分
折
(
決
し

τ十
分
な
色
の
で
な
い
が
)
に
附
す
る
。
此
蕗
に
我
b
に
t
b
て
是
非
必
要
な
る
も
の
は
、
意
識
一
般

の
本
質
、
殊
に
英
物
自
身
に
於
て
、
共
の
本
質
に
従
ふ
て
{
意
識
に
付
て
一
古
ム
)
、
自
然
的
現
-
質
践
が
意
識
苫
れ
る

限
b
に
於

τの
意
識
の
本
質
に
闘
す
る
一
広
の
一
般
的
洞
見
で
あ
る
。
余
輩
は
此
等
の
研
究
に
於
て
、
余
畠
阜
の
狙

の
絶
劃
的
特
有
本
質
に
於

τは
、
現
象
率
的
絶
縁
に
襲
は
れ
な
い
も
の
で
ゐ
る
ご
一
耳
ム
洞
見
を
、
完
成
す
る
に
必

要
な
る
程
皮
ま
で
議
む
。
か
く
し
て
意
識
は
「
現
象
準
的
措
閣
僚
」
Z
し
て
、

一
の
根
本
的
に
特
異
な
る
寅
在
領
域
ざ

論

叢

現
象
車
的
基
本
ヰ
察

第
二
十
一
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L
て
残
存

L
、
そ
う

L
て
夫
れ
が
貨
に
一
の
新
し
き
亭
、
帥
も
現
象
事
の
分
野
正
な
b
得
る
の
で
あ
る
。

右
の
桐
見
に
よ
b
で
現
象
事
的
判
断
抑
制
は
、
始
め
て
共
の
名
に
値
す
る
も
の
正
な
b
、
そ
う

Lτ
其
の
完
全

オ
ペ
ラ
ア
ヨ
レ

な
る
途
行
は
、
吾
人
を
純
粋
意
識
及
び
真
に
会
現
象
皐
的
領
域
に
親
近
せ
し
め
る
必
然
的
操
作
ご
し
て
展
開
す
る

で
あ
ら
う
。
叉
ま
苫
し
〈
夫
れ
に
よ
b
て
、
何
故
仁
此
の
領
域
及
び
之
れ
に
属
す
る
新
L
S皐
が
、
是
れ
ま
で
認

剣
吉
れ
す
に
止
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
自
然
的
立
場
に
立
つ
以
上
は
、
自
然
的

世
界
以
外
の
何
物
も
見
ら
れ
得
な
い
。
現
象
率
的
立
場
の
可
能
性
が
認
識
5
れ
中
、
夫
れ
に
相
臆
す
る
謝
象
を
原

本
的
に
把
捉
す
る
方
法
が
俊
速
し
な
か
っ
た
以
上
、
現
象
事
的
世
界
は
未
知
な
、
殆
ん
ど
湧
戚
さ
へ
き
れ
な
い
世

回
押
さ
し
て
、
止
ま
っ
て
居
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

我
々
は
認
識
論
的
問
題
論
に
墓
因
す
る
重
要
な
る
動
機
に
よ

hτ
、
純
粋
意
識
を
叉
先
験
的
意
識
・
己
稼
し
、
夏
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寵
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現
象
事
的
基
本
考
察

に
夫
れ
が
獲
得
苫
れ
る
傑
作
を
、
叉
先
験
的
判
断
抑
制
正
稀
し
得
る
ご
思
ふ
。
そ
う
し
て
此
の
操
作
は
方
法
的
に

は
「
絶
絡
す
る
こ
吉
、
或
は
連
結
を
断
っ
こ
ど
」
・
「
括
瓜
に
入
れ
る
こ
ピ
」
の
諸
歩
武
或
は
論
階
段
に
分
割
さ
れ
る

ωで
、
か
〈
て
我
々
の
方
法
は
一
の
一
歩
一
歩
的
還
元
の
性
質
を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
き
れ
ば
我
々
は
之
を
現
象

事
的
還
元
(
色
町
内
田
U
F
E
O
B
S。
-om-RZHHazrzoロ
)
ピ
稀
し
、
を
う

Lτ
特
に
認
識
論
的
見
地
か
ら
見
る
場
合
に

は
、
先
厳
的
還
元
宮
町
O
Z
E
N
n
E
S
E
-
o
H
w
a
z
r
e
p
)
正
裕
す
る
で
め
ら
う
。

ア
ッ
サ

1
戸
氏
が
現
象
率
的
判
断
抑
制
に
よ
h
て
、
現
象
皿
干
の
分
野
た
る
純
粋
意
識
或
ほ
先
験
的
意
識
の
領
域

に
到
達
せ
ん
ご
す
る
途
行
の
一
般
的
方
針
を
、
右
の
如
〈
に
越
ぺ
、
夫
よ
り
詳
し
〈
論
過
し

τ居
る
の
で
あ
る

が
、
此
曲
闘
い
は
只
同
氏
が
純
締
意
識
の
傾
域
及
び
現
象
率
的
遁
元
に
就
て
論
述
し
て
居
る
こ

E
e
r
、
少
し
〈
越
ぺ

る
H
h
け
に
止
め
る
。

D
、
純
粋
意
臓
の
領
域

7
ッ
サ

1
w
氏
が
詳
細
に
論
述
す
る
蕗
に
よ
れ
は
、
意
識
或
は
憧
織
の
内
在
的
資
在

は
、
夫
れ
以
根
本
的
に
は
何
等
の
物
(
句
日
)

の
存
在
す
る
を
要
し
な
い
V
E
云
ふ
意
味
に
て
、
絡
調
的
資
在
で
あ
る

が
、
然
る
に
意
識
に
封
じ
て
超
越
的
な
る
物

(E)
の
世
界
は
、
会

f
意
識
に
依
存
す
る
。
か
〈
て
意
識
或
は
瞳

験
E
現
質
的
責
在
ピ
は
、
決
し
て
苧
和
に
共
住
L
、
時
々
相
互
に
結
び
附
り
ら
れ
、
或
は
相
互
に
結
合
す
る
鹿

の
、
同
位
的
な
二
積
の
貸
在
で
あ
る
の
で
な
い
Y
O

意
識
ピ
現
質
的
賞
在
ご
の
聞
に
は
、
意
味
の
異
質
な
る
割
目
が

存
立
す
る
o

後
者
は
「
影
附
げ
ら
れ
る
」
、
決

Lτ
絡
調
的
に
は
奥
へ
ら
る
可
か
ら
ぎ
る
、
箪
仁
偶
然
的
に
し
て
相



調
的
な
る
一
の
賞
夜
に
L
τ
v
前
者
は
「
影
附
り
る
こ

Z
」
(
〉
g
n
F
E
H
S同
)
及
川
編
現
に
よ
・
り
て
根
本
的
じ
輿
へ
↓

ら
る
可
か
ら
F
る
、
一
の
必
然
的
及
び
組
制
割
的
な
る
貫
在
で
あ
る
。
意
識
は
其
の
純
粋
性
に
於

τ考
へ
ら
れ
る
吉
、

夫
れ
自
身
に
劃
し

τ完
結
せ
る
賞
在
連
結
或
は
結
合
己

Lτ
、
絶
掛
的
貿
在
の
一
漣
結
Z
L
て
認
め
ら
る
可
き
も

の
で
ゐ
る
。
其
の
漣
結
或
は
結
合
は
何
等
の
宰
岡
崎
閥
的
外
部
を
有
せ
守
、
何
等
の
昼
間
時
間
的
漣
結
中
に
も
存

在
し
得
な
い
・
叉
何
等
の
物
加
ら
も
因
果
作
用
を
受
げ
ね
ば
、
何
等
の
物
の
上
に
も
因
果
作
用
を
及
ぼ
し
得
な

か
〈

τ普
通
に
吾
人
に
劃
し

τ第
一
の
賞
在
Z
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
夫
れ
自
身
に
於
て
は
第
二
の
寅
在
、
郎

判叩や吃込場無担噌暢砂場験帰輔網棚鵬株担制時計1附柑刊かお 川 n ♂

ぃ
。
然
る
に
金
昼
間
時
間
的
世
界
は
、
共
の
意
味
に
於
て
は
会
(
志
向
的
貿
在
で
あ
る
、
か
〈
て
意
識
に
劃
し

τ

は
、
賞
在
の
全
〈
第
二
衆
的
・
相
封
的
意
味
を
有
す
る
慮
の
も
の
で
ゐ
る
。
夫
れ
は
意
識
が
其
の
経
験
仁
於
て
設

定
す
る
臓
の
一
の
賞
在
・
根
本
的
に
は
只
一
義
的
に
意
味
附
り
ら
れ
た
る
、
隔
制
現
多
様
の
同
一
者
正
し

τの
み
も

1

直
視
L
得
ら
れ
規
定
し
得
ら
れ
、
夫
れ
以
上
に
は
何
物
で
も
な
い
磁
の
一
の
賞
在
で
あ
る
。

も
只
第
一
の
賞
在
ご
の
閥
係
に
於
て
の
み
賞
在
す
る
慮
の
・
む
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
夫
れ
自
身
に
於
て
絶
封
的
な
或

物
に
し
て
、
第
二
次
的
に
他
の
物
に
結
び
附
〈
の
で
な
〈
、
絶
罰
的
意
味
に
於
て
は
会
〈
無
に
し
て
，
会
(
「
絡

封
的
本
質
」
を
有
し
な
い
。
夫
れ
は
根
本
的
に
は
只
志
向
的
な
る
も
の
、
只
意
識
さ
れ
た
る
も
の
、
意
識
的
に
表

象
苫
れ
た
る
も
の
・
願
現
す
る
臓
の
も
の
に
外
な
ら
凶
蕗
の
或
物
の
本
質
性
を
有
す
る

rげ
で
め
る
。

今
自
然
的
理
論
的
立
場
(
其
の
相
閥
者
は
世
界
で
あ
る
)
に
劃
し

τ、

論

議

現
象
愚
前
基
本
考
糊

鎮
二
十
一
審

(
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五
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四
=
一
)
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一
の
新
し
き
立
場
、
卸
ち
心
理
的
物
理
的
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一
凡
人

現
象
事
的
基
本
者
察

会
自
然
の
絶
縁
に
拘
ら
争
、
其
の
あ
芭
に
或
物
卸
ち
絶
掛
的
意
識
の
金
分
野
を
保
持
す
る
立
場
が
、
可
能
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ

ι
芭
は
、
明
ら
か
に
理
解
さ
れ
る
。
か
〈
て
我
々
は
経
験
に
於

τ素
朴
的
に
生
き
・
経
験
さ
れ
た
る

も
の
、
郎
も
超
越
的
な
る
自
然
を
、
理
論
的
ド
探
究
す
る
の
で
な
〈

Lτ
、
現
象
曲
学
還
元
を
考
行
す
る
の
で
ゐ

テ
』
ゼ
ン

る
。
換
言
す
れ
ば
自
然
を
構
成
す
る
意
識
に
属
す
る
諸
作
用
を
、
其
の
超
越
的
主
張
を
合
め
て
、
素
朴
的
な
仕
方

に
於
て
途
行
し
、
其
等
の
作
用
の
中
に
存
す
る
動
機
作
用
に
よ
り
て
、
盆
々
新
し
き
超
越
的
主
張
を
立
て
行
〈
の

で
な
(
し
て
、
我
牟
は
其
等
の
主
張
を
「
作
用
或
は
働
き
の
外
」
に
置
き
、
之
を
運
用
し
な
い
o

そ
し
て
我
々
は
我

々
の
把
捉
L
理
論
的
に
探
究
す
る
目
を
、
其
の
絹
針
的
特
有
賞
在
に
於
げ
る
純
粋
意
識
の
上
に
向
げ
る
。
か
(
て

我
々
は
全
世
界
を
絶
縁

L
た
に
拘
ら
宇
、
求
め
ら
れ
た
る
「
現
象
率
的
残
像
」
己
し

τ残
存
す
る
も
の
が
、
後
見
さ

れ
る
o

我
々
は
全
世
界
の
絶
縁
に
よ
っ

τ、
本
来
何
物
を
も
失
は
な
い
の
で
、
否
な
夫
れ
に
よ
り
て
会
経
封
的
責

在
を
独
得
す
る
の
で
あ
る
。
を
う
し

τ某
の
絶
劃
的
貿
在
は
正
嘗
に
理
解
す
れ
ば
、

一
切
の
世
界
的
超
越
物
を
夫

れ
自
身
に
於
て
包
旗
し
、
夫
れ
自
身
に
於
て
之
を
「
構
成
」
す
る
の
で
あ
る
。

向
ほ
少
し

f
詑
明
を
加
ム
れ
ば
、
自
然
的
立
場
じ
於

τは
、
我
々
は
依
て
以

τ世
界
が
我
々
じ
謝
し
て
其
虞
に

存
す
る
一
切
の
作
用
を
卒
直
に
途
行
す
る
。
我
々
は
知
覚
及
び
経
験
じ
於
て
生
き
て
居
る
。
我
々
は
物
が
我
々
に

現
は
れ
、
否
な
車
に
現
は
れ
る

rり
で
な
〈
、
「
現
存
し
」
、
「
現
質
的
に
有
る
」
ピ
一
両
ふ
性
質
を
具
し
て
我
々
仁
輿

へ
ら
れ
る
蕗
の
、
共
等
の
作
用
に
於
て
生
き
て
居
る
。
我
々

U
自
然
科
事
仁
よ
b
τ
、
経
厳
論
理
的
に
調
整
苫
れ

向}←町一ー~ _..町一ム ι 一' 一色 ー



主
張
の
遂
行
を
、
根
本
的
普
遍
性
に
於

τ拘
束
す
る
、
郎
ち
其
等
の
遂
行
さ
れ
た
る
主
張
を
「
括
弧
に
入
れ
」

新

叱
る
思
惟
作
用
を
遂
行
す
る
が
、
業
等
の
思
惟
作
用
仁
於
て
、
奥
へ
ら
れ
る
が
ま
、
受
り
ら
れ
た
る
現
質
的
な
る

も
の
が
、
思
惟
的
に
規
定
さ
れ
、
叉
か
、
る
直
接
に
経
験
さ
れ
規
定
さ
れ
た
る
超
越
的
な
る
も
の
に
基
い

τ、
新

た
に
超
越
的
な
る
も
の
が
引
き
出
苫
れ
る
o
然
る
に
現
象
事
的
立
場
に
於
て
は
、
我
々
は
総
て
の
炉
、
る
思
惟
的

し
き
』
研
究
に
謝
し
て
会
(
之
を
蓮
用
し
な
い
。
我
々
は
其
等
の
主
張
に
於
て
生
言
、
其
等
の
主
張
を
遂
行
す
る
の

で
な
(
し
て
、
共
等
の
主
張
の
上
に
向
げ
ら
れ
た
る
反
省
の
作
用
を
遂
行
し
、

そ
う
し

τ其
等
の
作
用
其
物
を
絶

員宿

叢
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調
的
責
在
正
し
て
把
捉
す
る
。
今
や
我
々
は
全
〈
右

ω如
き
第
二
段
の
作
用
に
於
て
生
き
る

ωで
、
ぞ
う
し
て
其

の
所
奥
は
絶
謝
的
髄
駿
の
無
限
な
る
分
野
、
卸
ち
現
象
皐
の
基
本
分
野
で
あ
る
。

此
世
聞
に
我
々
が
特
に
注
意
す
可
き
は
、
我
々
が
現
象
事
的
還
元
の
形
式
に
於
て
全
世
界
を
鵡
界
の
外
に
置
(
こ

正
は
、
包
括
的
建
結
戒
は
結
合
か
ら
其
の
諸
成
素
を
抽
象
す
る
ニ
耳
、
、
会
(
異
な
れ
る
或
物
で
あ
る
三
五
ふ
ニ

ご
で
あ
る
o

意
識
髄
験
が
自
然
E
の
密
接
な
る
欄
係
な
し
に
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
(
例
へ
ば
色
は
康
が
り

な
し
に
考
へ
得
ら
れ
な

ν如
く
て
其
の
場
合
に
は
我
々
は
意
識
を
、
我
々
が
な
苫
ね
ば
な
ら
な
い
様
な
意
味
で
、

夫
れ
自
身
で
一
の
級
制
割
的
に
特
有
な
る
領
域
E
認
め
る
ニ
己
が
由
来
な
い
Y
O

そ
う
し
て
自
然
か
ら
の
「
抽
象
」
じ
よ

、
り
て
は
、
只
自
然
的
な
る
も
の
が
得
ら
れ
る
に
け
で
、
決
L
τ
先
験
的
な
純
粋
な
意
識
が
得
ら
れ
る
も
の
で
な
い

-
】
正
炉
、

よ
〈
理
解
Z
れ
ね
ば
な
ら
向
。
夏
に
現
象
準
的
議
一
五
は
車
に
現
質
的
賞
在
会
慣
の
漣
結
的
一
部
分
に
、

，~.一九
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歯

議
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二
十
一
容

(
第
五
韓

周
大
)

六
λ
四

現
象
事
的
基
本
考
器

吾
人
の
判
断
を
制
限
す
る
こ
芭
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。
総
て
の
特
殊
的
賓
在
科
畢
に
於
て
は
、
理
論
的
関
心

は
締
現
賞
態
の
特
殊
的
一
範
域
仁
限
ら
れ

τ居
る
。
そ
う

L
て
徐
他
の
諸
範
域
は
、
夫
れ
に
一
旦
る
現
質
的
関
係
が

調
停
的
研
究
を
強
要
L
な
い
以
上
、
考
察
外
に
置
か
れ
る
。
か
、
る
意
味
に

τカ
事
は
光
事
的
出
来
事
か
ら
抽
象

L
-
物
理
事
は
一
般
に
叉
最
民
義
仁
於
て
、
心
理
率
的
な
る
も
の
か
ら
抽
象
す
る
。

L
か
も
各
自
然
研
究
者
の
熟

知
す
る
如
〈
、
何
れ
の
現
賞
領
域
も
混
立
し

τ
居
な
い
の
で
・
会
祉
国
砕
は
つ
ま
h
一
の
唯
一
自
然
に

Lτ
、

の
自
然
科
撃
は
唯
一
の
自
然
科
血
中
の
諸
節
で
あ
る
。
然
る
仁
総
動
的
諸
本
質

Z
L
τ
の
健
時
輔
の
領
分
に
あ
、
り
て

は
、
根
本
的
本
質
的
に
異
な
っ
て
居
る
。
此
の
倒
H
7
は
夫
れ
自
身
に
於
て
確
寅
に
室
給
さ
れ
、
手
、
う
し

τ他
の
諸

領
域
か
ら
之
を
分
別
す
る
限
界
を
有
し
な
い
。
是
れ
此
川
町
領
品
川
を
限
界
附
り
る
も
の
が
あ
る
ご
す
れ
ば
、
其
の
も

の
は
此
の
領
1
7
吉
本
質
共
同
性
を
有
せ
ね
ば
な
ら
院
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
額
分
は
我
々
の
分
折
が
明
ら
か

に
す
る
一
定

ω意
味
仁
於
て
、
絶
調
的
賞
在

ω金
槌
で
あ
る
。
夫
れ
は
裳
の
本
質
上
一
切
の
世
界
的
自
然
的
寅
在

か
ら
濁
立
L
、
其
の
存
在
の
潟
め
仁
は
一
切
の
世
界
的
自
然
的
賞
在
を
要
し
な
い
w
o
自
然
の
存
在
は
意
識
の
存
在

を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
レ
。
是
れ
自
然
其
物
U
寅
に
意
識
相
闘
者
百

L
て
、
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で

7
・
沙

'
h
γ
ウ
ス
rv-マ
ル
プ
シ
グ

あ
る
。
要
す
る
仁
自
然
的
立
場
或
は
共
の
一
般
的
主
張
を
絶
縁
す
る
も
の
ご
し

τの
現
象
率
的
還
元
は
可
能

に
Lτ
、
そ
う
し
て
夫
れ
が
完
成
苫
れ
る
正
、
残
品
開
ピ

Lτ
絶
謝
的
意
識
或
は
先
験
的
純
粋
意
識
が
残
存
す
る

が
、
共
の
意
識
は
最
早
現
質
的
賞
在
E
考
へ
ら
る
可
き
も
の
で
な
〈
、
現
質
的
賞
在
か
ら
渦
宜
し
て
存
在
し
、
之 {JJ 

-"思
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セ
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五

を
其
の
相
胸
者

E
L
τ
志
向
的
に
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

E
.
現
象
血
事
的
還
元

先
験
的
純
神
意
識
に
注
視
を
向
り
る
こ
子
て

一
般
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
絡
め
に
、
我

命
は
先
づ
自
然
を
絶
縁
し
て
鬼
た
の
で
、
そ
う
し
て
夫
れ
に
よ
b
て
該
意
識
を
明
ら
か
に
認
め
得
る
ニ
ピ
が
事
ば

れ
た
。
併
し
該
意
識
を
詳
L
〈
究
明
す
る
柏
崎
め
に
は
、
現
象
事
的
還
元
は
そ
れ
だ
げ
で
充
分
で
な
い
。
我
々
は
夏

に
其
の
範
園
を
推
し
燭
め
て
行
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。

先
づ
自
然
的
世
界
的
も
物
理
的
及
び
心
理
的
物
理
的
な
る
も
の
を
絶
縁
す
る
ご
共
に
、
評
贋
的
及
ぴ
賞
際
的
意

識
機
能
に
よ
h
τ
構
成
さ
れ
る
一
切
の
倒
別
的
諮
謝
象
或
は
文
化
構
成
物
の
一
切
の
積
類
も
亦
、
!
絶
縁
さ
れ
る
こ

ピ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
か
〈

τ
一
切
り
自
然
、
科
事
及
び
精
神
科
事
は
、
自
然
的
立
場
に
立
つ
科
事

E
L
τ
、
絶
縁

さ
れ
る
ニ
ピ
に
な
る
。

き
れ
ば
自
然
物

t
L
τ
、
叉
人
格
的
圃
結
或
は
枇
曾
の
固
結
に
於
げ
る
人
格
正

L
て
の
人
聞
は
、
会
〈
一
絶
縁
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
純
粋
自
我
に
ゐ
b
τ
は
ど
う
で
あ
る
か
。
現
象
皐
的
進
元
に
よ
b
τ
、
現
象
率
的
自

我
も
亦
一
の
超
越
的
な
る
も
の
ご
き
れ
て
仕
舞
ふ
か
。
純
粋
意
識
の
流
れ
に
於

τも
、
反
省
仁
於
て
は
遂
行
事
れ

党
る
各
思
惟
は
、
我
考
へ
る
正
一
五
ふ
旧
制
表
的
形
式
を

zbv一
炉
、
我
々
が
先
験
的
還
元
を
行
な
ふ
時
は
、
此

ω形
式

は
消
失
す
る
か
。
是
れ
は
蓄
に
困
難
な
る
問
題
に
じ
て
、
他
の
幾
多
の
問
題
を
論
究
し
た
る
後
仁
、
詳
し
〈
論
究

せ
ね
ば
な
ら
嗣
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
慮
で
は
只
簡
明
平
に
左
の
如
(
趨
吋
る
に
止
め
る
。
帥
も
世
界
及
び
之
れ
に
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入
宍

属
す
る
経
験
的
主
翻
性

ω現
象
率
的
組
縁
の
残
像
Z
し
て
、

一
の
純
縛
自
我
が
残
存
す
る
、
(
そ
'
フ
し

τ各
種
峨

流
に
封
し

τ夫
れ
夫
れ
一
の
根
本
的
に
異
な
れ
る
も
の
で
あ
る
)
。
か
〈
て
夫
に
よ
り
て
一
の
特
異
な
(
構
成
さ
れ

な
い
)
超
越
、
即
ち
内
在
に
於
け
る
一
の
超
越
が
現
は
れ
る
唱
そ
う
し
て
比
の
超
越
が
各
々
の
「
我
考
へ
る
」
に
於

て
，
叫
問
中
る
直
接
本
質
的
役
目
に
就

τは、
我
々
は
之
を
一
の
絶
縁
に
附
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

(
但
し
多
〈
の
研

究
仁
於
て
は
純
粋
自
我
の
問
題
は
保
留
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
。
)
併
し
只
純
粋
意
識
に
就
て
の
直
接
な
、
明
誼

的
に
確
定
し
得
ら
れ
る
本
質
特
性
及
び
共
所
奥
性
会

r
E
H問。向島
g
r島
)
だ
け
に
限
・
り
て
、
我
々
は
純
粋
自
我

を
現
象
率
的
輿
料

t
L
て
数
へ
た

ν
Z
思
ふ
O

但
し
純
粋
自
我
に
闘
し
て
、
右
の
範
囲
以
上
に
出
で
、
立
E
ら
れ

花
る
思
想
、
準
設
は
、
組
て
絶
縁
に
附
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。

今
自
然
的
世
界
を
絶
縁
し
た
る
後
に
、
我
々
は
向
は
他
の
一
趨
越
を
見
出
す

G

夫
れ
は
純
粋
自
我
の
如

f
、
還

一
克
苫
れ
た
る
意
識
Z
直
接
合
致
し

τ奥
へ
ら
れ
な
い
が
、
併
し
一
五
は
uv
世
界
の
超
越
正
雨
極
的
に
針
立
し
て
、
間

接
的
じ
認
識
E-
れ
る
も

ω、
帥
も
紳
の
超
越
で
あ
る
o

そ
う
し
て
此
の
世
界
外
的
紳
的
貿
在
は
、
品
目
に
世
界
に
封

し
て
超
越
的
で
ゐ
る
の
み
な
ら
字
、
一
典
仁
明
ら
か
に
「
絡
謝
的
」
意
識
に
謝
し
て
も
超
越
的
で
あ
る
。
か
〈

τ夫
れ

は
意
識
の
絡
調
己
は
、
金
〈
異
な
れ
る
意
味
仁
於
て
絡
調
で
め
る
の
で
、
恰
も
他
方
じ
於
て
は
、
夫
れ
が
世
界
の

意
味
に
於

τの
超
越
的
な
る
も
の
に
封
立
し
て
、
金
〈
異
な
れ
る
意
味
に
で
超
越
的
な
る
も
の
で
あ
る
が
如
C
で

あ
る
。
そ
う
し
て
我
々
は
云
ふ
ま
で
も
な
〈
、
か
、
る
「
絡
調
的
な
る
も
の
」
及
び
「
超
越
的
な
る
も
の
」
の
上
仁
、

.ゼ
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現
象
準
的
還
元
を
推
し
及
ぽ
す
の
で
あ
る
。

て
絶
縁
せ
ん
ど
す
る
の
で
あ
る
。
普
遍
的
調
象
或
は
本
質
も
亦
、

「
超
越
的
」
で
ゐ
る
、
郎
も
共
の
中
に
異
質
に
現
存
す
る
の
で
な
い
。
さ
れ
Y
」
我
々
は
超
越
的
な
る
も

ωを
、
無
際

一
定
の
意
味
に
於
て
は
純
粋
意
識
に
費
し
て

却
設
我
々
は
上
に
越
ぺ

L
如
(
、
総
て
の
意
味
に
於
け
る
倒
別
的
な
る
現
象
的
賞
在
を
絶
縁
す
る
の
み
な
ら

宇
、
叉
超
越
的
な
る
も
の
、
総
て
の
他
の
械
類
を
も
絶
縁
せ
ん
ご
す
る
o

か
f
て
普
遍
的
劃
象
或
は
本
質
を
も
線

歯

指

現
象
準
的
基
本
噌
自
前

第
二
十
一
魯

(
第
五
昆

四
九
}

京

A
七

川崎京岬側蝉州場脚旬検検鰭糊榔初防柳欄秘主仰ゾ'，""令吻 d

限
に
絶
縁
す
る
ニ
ピ
が
由
来
な
い
。
先
脆
的
純
化
は
一
切
の
超
越
的
な
る
も
の
、
絶
縁
を
意
味
す
る
こ
ピ
が
由
来

な
い
。
是
れ
然
ら
F
れ
ば
一
の
純
梓
怠
識
は
確
か
に
残
存
す
る
が
、
純
粋
意
識
り
事
の
可
能
性
は
全
〈
麗
ら
な
い

か
ら
で
ゐ
る
o
そ
う
し
て
先
づ
形
式
的
論
理
事
及
び
本
檀
曲
学
に
閥
し

τは
、
此
等
の
皐
科
は
会
〈
絶
縁
L
得
ら
れ

な
い
も
の
、
如
〈
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
又
注
意
す
可
き
は
、
此
の
場
合
に
於
て
も
一
定

ω前
定
の
下
に
於

τは・

形
式
的
論
理
事
及
び
形
式
的
知
識
の
一
切
の
曲
学
科
を
括
弧
す
る
可
能
性
が
、
奥
へ
ら
れ
る
宝
石
ふ
ニ
ピ
で
ゐ
る
。

却
も
純
粋
意
識
研
究
は
現
象
事
に
、
純
陣
匠
凪
耳
に
於
て
成
就
き
る
可
き
記
越
的
分
析
以
外
の
任
務
を
課
し
な
い
、

叉
課
す
可
き
で
な
い
ピ
前
定
す
る
ご
、
致
事
的
諸
事
科
の
諸
理
論
及
び
其
等

ω皐
科
の
一
切
の
間
接
的
定
理
は
、

現
象
事
に
劃
L
て
何
等
の
役
に
も
立
ち
得
な
い
の
で
あ
る
。
概
念
構
成
及
び
判
断
構
成
が
構
成
的
に
行
は
れ
な
い
V

臓
で
は
、
又
間
接
的
前
期
仲
の
何
等
の
輝
系
も
建
設
さ
れ
得
な
い
蕗
で
は
、
致
事
に
於
て
見
ら
れ
る
が
如
缶
、
-
前
線

的
諸
髄
系
の
形
式
論
(
且
町
内
吋
0
5
0
H
M
】
各
百
)
は
、
質
料
的
研
究

ω道
具
正
し

τ作
用
L
得
な
い
。

「叫
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今
現
象
事
は
賞
に
、

先
験
的
純
粋
意
識
の
分
野
h

官、

純
料
直
属
品
に
於
て
探
究
す
る
一
の
純
粋
記
述
的
な
事
科
で

あ
る
。

き
れ
ば
現
象
撃
が
、

時
に
は
依
頼
せ
ね
ば
な
ら
院
か
も
知
れ
な
い
論
理
的
命
題
は
、

会
〈
論
理
的
な
会

理
、
例
へ
ば
矛
盾

ω原
則
の
如
き
も
の
に
し
て
、
此
等
の
日
常
理
の
普
遍
的
及
び
絶
齢
的
妥
嘗
は
、
此
等
の
公
理
を

党
(
の
特
有
の
所
典
性
に
於
て
、

模
範
的
に
明
確
な
ら
し
め
得
る
の
で
あ
る
o

か
〈
て
吾
人
は
形
式
的
論
理
事
及
び

本
館
学
を
一
般
的
仁
、
絶
縁
的
判
断
抑
制
の
中
じ
引
き
入
れ
る
こ
己
が
出
来
る
、
叉
比
の
駄
に
閲
し
て
我
々
が
現

象
苧
者

t
L
τ
遵
奉
せ
ん
ご
欲
す
る
規
範
り
正
賞
な
る
を
、
確
信
す
る
こ
ぜ
が
出
来
る
。
但
し
其
の
規
範
己
一
耳
ム

は
、
郎
ち
我
々
が
意
識
其
物
に
於

τ、
其
の
純
粋
内
在
性
に
於
て
本
質
的
に
洞
見

ι得
る
も
の
よ
b
以
外
の
何
物

を
も
要
求
し
な
い

Z
云
ふ
こ
ご
で
ゐ
る
o
併
は
右
の
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
正
岡
崎
に
我
命
は
、
記
越
的
現
象
聞
宇

は
英
等
の
総

τの
間
学
科
か
ら
、
根
本
的
に
獅
立
す
る
も
の
な
る
を
、
覚
る
の
で
ゐ
る
。

-
次
じ
質
料
的
本
質
皐
に
就
て
考
へ

τ見
る
。
今
質
料
的
本
質
的
諮
範
域
に
閲
し
て
は
、
明
ら
か
に
絶
縁
を
考
へ

得
ら
れ
な
レ
一
範
域
が
あ
る
様
に
思
以
れ
る
o

夫
れ
は
現
象
率
的
に
純
化
さ
れ
た
る
意
識
の
本
質
範
城
其
物
で
あ

る
o

我
々
は
純
粋
怠
識
を
其
の
特
異
的
諸
特
殊
相
ド
於

τ、
か
く
て
事
賞
率
的
仁
(
し
か
も
術
は
経
験
心
理
亭
的

で
は
な
〈
)
腕
究
せ
ん
正
す
る
目
的
を
定
立
す
る
時
で
も
、
意
識
の
先
天
的
な
る
も
の
を
繰
く
こ
Z
が
出
来
な
い

で
あ
ら
う
o

事
質
事
は
、
共
の
特
有
の
領
域
の
綱
髄
的
封
象
に
結
び
附
げ
ら
れ
る
本
質
異
理
念
運
用
す
る
槌
利

を
、
放
棄
す
る
こ
ご
は
出
来
な

v。
併
し
我
々
の
目
的
は
阪
に
屡
々
逃
4

し
如
〈
、
現
象
皐
を
先
験
的
仁
純
化
さ

一一一岨一一一一ι 一一一一一一



我
々
は
右
の
目
的
を
追
求
す
る
に
於
て
は
、

現
象
事
は
夫
れ
に
特
有
の
も
の
ぜ
し
て
一
切
の
「
内
在
的
本
質
L

れ
た
る
意
識
の
本
質
事
ビ
し

τ硲
立
す
る
に
在
る
の
で
あ
る
。

(
邸
も
会
〈
一
の
意
識
流
の
伽
閥
的
出
来
事
に
於
て
の
み
、
其
の
中
に
流
れ
る
何
れ
か
の
特
異
的
鱒
験
に
於
て
個

一ぃ'，.'-，-.;--同川

別
的
Z
な
る
躍
の
も
の
)
を
包
括
す
る
。
併
L
此
蕗
仁
左
の
勅
を
洞
察
す
る
こ
ど
が
根
本
的
に
重
要
で
あ
る
。
卸

も
殆
ん
ど
一
切
の
本
質
が
右
の
範
域
に
嵐
す
る
の
で
な
い
こ
吉
、
寧
ろ
例
健
的
制
割
象
に
劃
す
る
ご
同
様
に
、
内
在

的
な
る
も
の
ご
超
越
的
な
る
も

ω
芭
の
匝
別
が
、
夫
れ
に
相
騰
す
る
本
質
に
劃
し
て
も
存
す
る
こ

Z
o

か

t
τ

「
物
」
「
盗
問
形
態
」
「
蓮
勤
」
「
物
的
色
」
等
、
真
に
「
人
間
」
「
人
間
的
戚
先
」
「
心
意
」
「
心
意
的
健
験
」
「
人
格
」
「
性

格
特
性
」
等
も
亦
、
趨
越
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う

Lτ
我
々
が
現
象
苧
官
、
内
在
的
意
識
諸
形
態
の
純
粋
記

か
〈
ず

L

現
象
島
T

は
北
(
の
内
在
性
に
於
て
共
等
の
本
質
の
何
等
の
質
在
設
定
を
も
亦
、

共
等
の
本
質
の
妥
常
或
は

一 、川内約却醐檎蜘明料費鴻鯨蝉榊関検蜘W削 A三3仇内

連
的
本
質
論
正
し
て
、
或
は
現
象
率
的
絶
縁
の
枠
内
仁
於
て
、
鱒
験
流
の
中
に
把
捉
し
得
ら
れ
る
山
家
事
の
純
記

共過
に的
叉本

語審
越す
的 7
本字
'Ir~I z-~ .. 
L一一 保主主

主'警
の 見

ん論
笠岡 正

詰?
場三
所?
1;1リ

寧同

会課
長有
企 4雨
量器
~ ーす 3・
的 ?
古島:j-. ニユ

き想
定此
藷の
山枠

再P
与fBiI
るー

? で
あ

夫
ら れ
フ、l!:

も
此
の
枠
内
に
風
し
な
い
の
で
あ
る
。

不
安
嘗
に
閥

Lτ
‘
戒
は
其
等
の
本
質
に
相
臆
す
る
諸
劃
象
の
概
念
的
可
能
性
に
闘
し

τ、
何
等
の
言
明
を
も
な

す
可
き
で
な
〈
、
叉
英
等

ω
本
質
に
閲
す
る
何
等
の
本
質
法
則
を
も
確
立
す
可
き
で
な
い
。

諭

讃

現
象
型
的
基
本
考
務

第
二
十
一
巷

{
第
五
規

五

4

、ー、一

d

ノ
訓
f
古川打

4抗円、



詰

叢

現
品
準
的
基
本
考
楳

第
二
十
一
巻

{
修
正
鵠

E 

) 

山内九
O

超
越
的
本
質
的
諸
領
域
及
び
諸
問
宇
科
は
、
真
に
純
持
鰻
験
制
域
に
己
を
拘
束
せ
ん
ご
す
る
現
象
撃
に
岨
到
し
て
、

根
本
的
に
は
何
等
の
前
提
を
も
寄
奥
す
る
こ
ど
が
出
家
な
い
。
現
象
事
を
ま
き
し
〈
其
の
純
粋
性
に
於

τ確
立
せ

ん
ご
す
る
の
が
我
々
の
目
的
で
あ

h
、
そ

F

，Lτ
共
の
純
粋
性
に
於

τ意
識
的
に
進
ん
で
行
〈
こ
ぜ
に
、
叉
最
大

哲
皐
的
閥
心
が
結
び
附
〈
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
原
本
的
進
元
金
、

一
切
の
超
越
的
本
質
的
諸
領
域
及
び
之
れ

に
属
す
る
諸
本
間
事
に
、

明
ら
か
に
推
し
醐
閉
め
て
行
〈
の
で
あ
る
。

か
く

τ我
・
阜
は
現
質
的
な
る
物
理
的
自
然
及
び
経
験
的
自
然
科
卒
を
絶
縁
L
、
又
本
質
事
邸
主
物
理
的
自
然
封

象
に
本
質
的
仁
一
周
す
る
も
の
を
研
究
す
る
事
科
を
も
、
絶
縁
す
る
ゆ
で
あ
る
。
幾
何
事
、
運
動
論
、
物
質

ω純
粋

物
理
事
等
は
括
挺
さ
れ
る
o

そ
う
し

τ我
々
は
真
に
動
物
的
自
然
の
一
切
の
経
験
科
事
、
及
び
人
格
的
闇
結
に
於

け
る
人
格
者
宇
、

歴
史
の
主
韓
正
し
て
、
文
化
運
載
者
ご
し

τの
人
間
の
、

一
切
の
経
験
的
精
紳
科
事
を
絶
叫
騨

し
、
山
側
ほ
文
化
論
形
態
其
物
等
を
も
絶
縁
L
た

Z
同
様
に
、
令
や
其
等
の
劃
象
に
相
臆
す
る
本
質
拳
を
も
絶
縁
す

る
O

似
し
我
々
は
之
を
蕗
め
、
叉
観
念
じ
於

τな
す
の
で
あ
る
o
是
れ
今
日
ま
で
に
は
此
等
の
本
質
拳
(
例
へ
ば

合
理
的
心
理
挙
、
耐
曾
平
等
)
は
、
ま
に
会
〈
基
礎
附
げ
ら
れ
て
居
な
い

1

、
少
な
〈
も
純
粋
な
異
論
な
き
基
礎
附

け
に
漣
し
て
居
な

ν
か
ら
で
ゐ
品
。
術
は
右
の
論
惑
に
よ

hτ
、
現
象
挙
が
飽

τの
他
の
聞
牢
問
か
ら
、
か
く

τ質

料
的
本
質
問
宇
か
ら
も
繕
調
的
に
濁
立
す
る
も
の
な
る
こ
ご
が
、
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
略
述
せ
る
が
如
き
現
象
率
的
議
選
一
克
の
組
織
的
考
察
は
、
現
象
的
学
的
方
法
(
真
に
先
験
的
背
拳
的
研
究
の



方
法
一
般
}
に
卦
し
て
、

一
の
重
要
な
畠
意
味
を
有
す
る

h
の
で
ぬ
る
。
現
象
準
的
方
法
の
「
括
鉱
仁
入
れ
る
」
芭

云
ふ
こ

t
は
、
奇
人
e

倍
し
て
常
に
左
の
駄
を
憧
ひ
起
苫
せ
る
方
法
的
機
能
を
有
す
る
。
郎
も
土
弐
れ
去
れ
の
賞
在
範

域
及
び
認
識
範
域
は
、
先
験
的
現
象
率
的
ご
し
て
研
究
古
る
可
き
諸
範
域
の
外
に
存
す
る
正
一
再
ふ
こ
正
、
及
び
其

等
仙
一
括
弧
に
入
れ
ら
れ
た
る
諸
範
域
に
属
す
る
前
掴
略
的
総
て
の
閣
入
は
、
不
合
理
な
る
混
雑
、
具
の
メ
タ

f
v
z

へ
諭
蹄
及
び
論
設
に
於

τ、
一

ω範
域
か
ら
岡
崎
な
れ
る
範
域
へ
跳
込
な
こ
ご
)
の
告
示
で
ゐ
る
ニ
E
o
現
象
率
的
範

域
が
自
然
的
酬
明
験
立
場
の
範
域
の
如
〈
、
直
ち
に
自
明
的
に
奥
へ

ιれ
る
な
ら
ば
、
戒
は
経
験
的
に
昼
間
的
な
る

も
の
か
ら
出
俊
し
て
幾
何
皐
的
範
域
に
移
り
行
，
、
が
如
〈
に
、
国
早
に
自
然
的
経
駿
立
場
か
ら
本
質
的
立
場
に
移
ιリ

行
(
世
帯
に
依
て
自
が
ら
現
は
れ
る
な
ら
ば
、
和
々
困
難
な
る
思
慮
を
作
な
ふ
世
胞
の
面
倒
な
還
元
は
、
会
〈
必
要
で

な
い
こ
さ
、
な
る
で
あ
ら
う
。
叉
税
ま
れ
る
「
メ
タ
バ

V

Z

」
へ
の
絶
へ
ぎ
る
誘
惑
が
、
殊
に
本
質
的
諸
準
科
の
封

象
の
解
特
に
於
て
も
、
存
縦
し
な
い
な
ら
ば
、
個
々
の
諸
歩
武
或
は
諸
階
段
を
区
別
す
る
怨
め
に
、
心
を
煩
は
す

必
要
も
な
い
で
あ
ら
う
。
然
る
に
諸
等
の
誘
惑
は
甚
V
H
強
大
に
し
て
、
個
別
的
範
誠
に
於
て
は
一
般
的
誤
解
か
ら

金
〈
解
放
さ
れ
て
居
る
人
々
さ
へ
も
、
之
れ
に
陥
ち
易
い
危
険
が
あ
る
の
で
あ
る
。

日 l

此
蕗
に
先
づ
注
目
す
可
き
は
、
吾
人
的
時
代
仁
於
て
非
常
に
鏑
ま
勺

τ居
る
蕗

ω、
本
質
的
む
る
も
の
を
心
理

化
せ
ん
ピ
す
る
傾
向
で
あ
る
o
概
念
論
者
E
穆
せ
ら
れ
る
多
〈
の
入
々
さ
へ
も
、
右
の
傾
向
に
陥
っ
て
居
る
の

一
般
仁
親
念
論
的
方
面
仁
於
り
る
経
験
論
的
見
解
の
影
響
は
強
大
で
あ
る
。
概
念
、
本
質
を
「
心
理
的
構
成

で、物
」
吉
見
る
人
々
、
意
識
諸
操
作
(
夫
れ
に
於

τ、
物
的
色
、
形
鑓
等
を
有
す
る
物
の
直
翻
仁
基
い
て
、
色
、
形
檀

論

讃

現
品
期
的
基
本
考
察

第
二
十
一
審

『
第
五
載

五
=
一
)

4

、ι
プ
ブ

必町



誼

議

第
二
十
一
巷

(
第
五
揖

J、
九

五
回
)

現
象
事
的
革
本
考
察

等
の
「
蹴
念
」
が
得
ら
れ
る
)
に
閲
し
て
、
嘗
面
に
生
起
す
る
色
、
形
樋
等
の
其
等
の
本
質
的
意
識
を
、
其
等
の
本

質
主
〈
物
正
混
同
す
る
人
々
は
、
現
質
的
寅
在
成
分
ご
し
て
の
意
識
流
に
、
根
本
的
に
は
之
を
超
越
す
る
も
の
を
附

奥
す
る
の
で
ゐ
る
。
是
う
し
て
夫
れ
は
一
方
に
於
て
は
心
理
事
の
堕
落
或
は
破
滅
を
招
き
、
他
方
に
於
て
は
現
象

事
の
堕
落
或
は
破
滅
を
招
(
。
か
(
て
求
め
ら
れ
た
る
現
象
離
の
傾
城
が
、
異
質
に
見
出
さ
る
可
〈
は
、
右
の
貼

を
明
ら
か
に
す
る
こ
ど
が
、
甚

r肝
要
で
あ
る
o

併
し
夫
れ
は
賞
然
我
々
の
方
法
に
よ
り
て
な
さ
れ
る
も
の
、
却

も
先
づ
第
一
に
は
本
質
的
な
る
も
の
一
般
の
普
遍
的
僻
護
に
於
て
、
-
究
じ
特
仁
、
本
質
的
な
る
も
の
、
絶
縁
古
し

τの
現
象
皐
的
選
一
γ
ん
の
設
ピ
の
結
合
に
於
て
、
な
さ
れ
る
も
の
で
め
る
。

術
は
我
々
は
此
庭
に
認
識
論
上
か
ら
、
濁
叫
剛
説
ご
批
判
説
ご
の
反
謝
を
考
袋

L
、
還
元
に
附
せ
ら
日
い
る
一
切
の

皐
問
を
、
畑
判
断
的
学
問
ご
和
す
る
こ
ピ
の
趨
蛍
な
る
を
越
べ
て
、
廷
に
現
象
曜
の
特
性
を
間
切
す
る
に
資
す
る
ニ

正
、
す
る
o

今
本
質
的
本
而
掛
か
ら

L
て
左
の
事
項
が
洞
察
さ
れ
る
。
邸
も
諒
一
克
仁
引
き
入
れ
ら
れ
る
諸
問
中
間
は
、

ま
さ
し

t
批
判
を
要
す
る
蕗
の
、
し
か
も
誌
の
批
判
た
る
や
、
共
等
の
凱
平
問
が
根
本
的
に
は
夫
れ
自
身
で
成
就

L

得
な
い
蕗

ω事
問
で
ゐ
る
・
』
ピ
、
及
び
他
方
に
於
て
は
、
総

τの
他

ω皐
問
仁
艶

Lτ
、
岡
崎
に
叉
己
れ
自
身
に

封
し
て
も
批
判
を
な
す
特
具
な
任
務
を
有
す
る
朝
間
以
、
現
象
亭
仁
外
な
ら
凶
こ
正
。
一
層
詳
し
〈
云
へ
ば
、
現

象
皐

ω著
し
き
特
性
は
、
芸
の
本
質
的
普
遍
位

ω範
凶
内
仁
、
一
切
の
認
識
及
び
串
間
を
、
殊
に
其
等
の
色
の
に

於
て
在
接
的
に
洞
見
的
な
る
も
の
、
戒
は
少
な
〈
正
も
其
等

ωも
の
が
奥
貨
な
る
認
識
で
あ
る
な
ら
ば
、
官
接
的

に
洞
見
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
尚
も
の
を
、
総
て
包
括
す
る
ご
云
ふ
こ
ど
で
あ
る
。
か
〈
て
何
れ
の
皐
問
に
闘
す
る

「
可
能
性
」
の
根
本
問
題
も
、
依
て
以
て
答
解
古
れ
る
一
切
の
本
質
的
(
無
制
約
的
に
普
遍
安
首
的
)
認
識
は
、
現
象



事
の
中
に
合
ま
れ

τ存
す
る
の
で
あ
る
。
古
れ
ば
現
象
事
は
臆
用
現
象
事
ご
し
て
は
、
根
本
的
に
特
異
な
る
各
率

問
に
於
て
最
後
の
評
倒
的
批
判
を
下
L
、
叉
夫
れ
に
よ
h
て
殊
に
其

ω血
中
岡
の
封
象
の
「
賀
在
」
の
最
後
の
意
義
規

定
、
及
び
其
の
血
午
阿
の
方
法
論
の
根
本
的
解
明
を
典
へ
る
の
で
め
る
。
是
こ
で
現
象
撃
は
一
苫
は
v
全
近
世
哲
且
干
の

秘
密
な
憧
慢
で
あ
る
こ
ピ
が
理
解
さ
れ
る
。

驚
〈
可
〈
意
味
刷
出
奥
な
る
デ
カ

l
ト
の
基
本
考
察
に
於

τ、
阪
に
現
象
事
へ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
衣
仁
叉

ロ
ッ
ク
振
の
心
理
島
主
義
に
於

τ
、
ヒ
ユ

1
ム
は
殆
ん
ど
其
の
領
域
に
胸
れ

τ居
る
が
、
併
し
彼
の
目
は
A

N

Y

キ

y
し

τ居
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
カ
ン
ト
は
漸
〈
正
賞
に
現
象
皐
の
領
域
を
注
印
刷
し
た
の
で
、
彼
の
最
大
庭
血
買

は
、
我
々
が
只
現
象
事
的
範
域
の
特
有
性
を
充
分
に
岡
朋
し
た
時
に
の
み
、
完
金
に
曾
得
苫
れ
る
の
で
あ
る
。
き

れ
ば
カ
ン
ト
の
心
眼
が
現
象
率
的
分
野
仁
一
位
が
れ

τ居
た
こ

Z
は
明
ら
か
で
あ
る
。
併
L
彼
は
術
ほ
此
の
分
野
を

自
分
の
も
の
.
Z
な
し
、
之
を
一
の
特
有
の
殿
絡
な
る
本
質
問
申
の
活
動
回
r
t
L
て
、
認
識
L
得
な
か
っ
た
o
か
〈

τ

例
へ
ば
純
粋
理
性
批
判
第
一
版
の
先
験
的
演
緋
は
、
本
来
現
象
事
的
地
盤
の
上
に
活
動
し
て
居
る
が
、
品
川
し
カ
ン

ト
は
之
を
心
理
率
的
な
る
も
の
ご
し
て
読
解

L
、
随
ふ

τ叉
之
を
放
楽
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
越
ぺ
し
蕗
に
よ
h
て
、
我
止
は
何
故
に
、
還
元
に
附
せ
ら
れ
る
諸
等
閑
を
、
濁
断
的
事
問
ご
紬
稀
し
、
そ

う

L
て
之
を
会
〈
他
の
次
元
の
一
向
学
問
正
し

τ
の
現
象
苧
に
、
調
立
苫
せ
る
か
を
燐
朋
し
得
る
Z
思
ふ
が
、
夫
れ

正
同
時
に
我
牟
は
凋
断
的
立
場
正
現
象
皐
的
立
場
己
を
樹
立
さ
せ
る
の
で
、
此
の
際
に
は
自
然
的
立
場
は
明
ら
か

に
濁
断
的
立
場
の
特
殊
的
な
る
も
の
ご
し
て
、
之
れ
に
従
属
す
る
の
で
ゐ
る
。

終
bJ
に
少
し
〈
注
意
し
た
き
こ
ご
が
あ
る
。
是
れ
ま
で
に
逃
叫
し
蕗
の
、
特
に
現
象
事
的
な
る
諸
絶
縁
は
、
佃

ぺ巾':"}~ペペ瑚糊泌物"が醐糠鴻勝争F併梯ザWi，fd' 川(

歯

議

現
象
串
的
基
本
考
察

第
二
十
一
魯

{
第
五
鶴

五
五
)

，、
:lL 

よら己正し 〆
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叶

歯

襲

六
九
回

現

a串
的
基
本
考
察

第
二
十
一
巻

(
第
五
盤

E 
大
) 

盤
的
存
在

ω本
質
的
絶
縁
か
ら
獅
立
す
る
も
の
で
あ
る
百
云
ム
事
情
に
伴
な
ふ
て
、
左
の
如
曽
問
題
が
起
る
。
卸

も
事
れ
ば
其
等
の
絶
縁
の
枠
内
に
於
て
、
先
験
的
に
還
元
苫
れ
た
る
慢
叫
輔
の
一
の
事
貸
出
品
中
が
、
叉
可
能
で
な
い
か

E
Zふ
問
題
で
あ
る
。
そ
う

L
て
此
の
問
題
は
、
総

τの
根
本
的
な
る
可
能
問
題
の
如
(
、
只
本
質
的
現
象
撃
の

地
盤
に
於
て
の
み
、
解
決
さ
れ
得
る
も
の
に
し
て
、
つ
ま
り
現
象
接
的
本
質
論
を
究
明
す
る
前
仁
、
素
朴
的
じ
一

の
現
象
事
的
事
貨
準
を
以
て
始
め
ん
ご
す
る
各
企
闘
は
、
何
故
に
無
意
味
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
は
、
明
ら
か
じ
一
理

解
き
れ
る

t
云
ふ
様
な
仕
方
に

τ、
答
解
苫
れ
る
の
で
あ
る
。
此
蕗
に
現
象
且
平
外
的
諸
事
質
事
の
外
に
、
之
れ
ど

卒
行

L
、
同
位
に
置
か
れ
る
一
の
現
象
率
的
事
質
事
は
存
在
し
得
な
い
こ
ど
が
一
不
吉
れ
、
そ
う
し
て
夫
れ
は
寅
に

左

ω理
由
か
ら

Lτ
一
不
さ
れ
る

ωで
あ
る
。
郎
も
一
明
の
事
質
事
の
最
後
の
評
債
は
、
総
て
某
等
の
器
開
に
相
臆

す
る
事
質
的
な
る
、
及
び
事
質
的
可
能
正
し
て
磁
定
き
れ
記
る
、
現
象
率
的
建
結

ω
一
の
統
一
的
結
合
に
導
〈
が

、
業
の
結
合
さ
れ
た
る
統
一
は
、
諜
測
き
れ
た
る
現
象
皐
的
事
貨
準

ω分
野
に
外
な
ら
ぬ
ピ
云
ふ
理
由
で
あ
る
。

か

fτ
此
の
率
問
は
其

ω主
要
な
る
部
分
に
於

τ、
本
質
的
現
象
撃
仁
よ
h
て
可
能
ピ
な
れ
る
慮
の
、
普
通
の
諸

事
質
事

ω
「
現
象
率
的
輔
向
」
で
あ
る
。
そ
う
し
て
只
、
夫
れ
よ
h
以
上
に
進
ん
で
如
何
耗
途
成
苫
る
可
き
か
ど
云

ふ
問
題
が
残
る

rり
で
あ
る
o

以
上
過
べ
来
れ
る
慮
仁
よ
b
て
、
フ
ツ
サ

1
w
氏
が
「
現
象
率
的
基
本
考
察
」
ご
し
て
論
遁
苫
れ

τ居
る
こ
ご
の

大
要
を
、
特
に
現
象
率
的
道
一
冗
の
意
味
を
可
な
ち
詳

L
〈
究
明
せ
ん
ピ
す
る
主
意
か
ら
、
明
ら
か
に
一
示
す
こ
Z
が

出
来
る
E
思
ふ
が
、
衣
仁
岡
氏
が
「
現
象
挙
の
方
法
論
及
び
問
題
論
」
に
就

τ論
越
苫
れ
て
居
る
大
要
・
宮
、
特
仁
ヤ

て
タ
現
象
拳
の
方
法
を
か
な
b
詳
L
〈
究
明
せ
ん
ご
す
る
主
意
か
ら
・
設
抽
出
し
た
い

Z
思
ふ
。


